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自分事に捉える在宅感染対策

Sieg訪問看護ステーション
看護師 野中翔太



目的

自分事に捉えて、適切な感染対策を

理解出来る。



目標

・感染の3要素(感染源、感染経路、宿主)

・感染経路対策

・標準予防策×感染経路別予防策

・食中毒の予防策



目次

1. 僕とカンピロバクターとのストーリー
2. 感染の3要素(感染源、感染経路、宿主)
3. 感染経路
4. 標準予防策×感染経路別予防策
5. 食中毒予防



1.僕とカンピロバクターとのストーリー



カンピロバクターに２度かかる

10日間の有給消化時に先輩と鶏肉が美味しいという
昔ながらの居酒屋へ
オススメの「鳥刺し」を注文してくれたので食べる。
2日後の友達の結婚式の披露宴で激しい寒気と悪寒があり、帰宅。
その夜から38℃以上の高熱と蛇口を捻ったような下痢が続く。
水を飲んでも飲んでも口が渇いた状態で意識は朦朧としていた。
トイレの中に読書用の本等24時間体制のインテリアが出来た。



カンピロバクターに２度かかる

10日間の有給消化時に先輩と鶏肉が美味しいという
昔ながらの居酒屋へ行く。
オススメの「鳥刺し」を注文してくれたので食べる。
2日後の友達の結婚式の披露宴で激しい寒気と悪寒があり、帰宅。
その夜から38℃以上の高熱と蛇口を捻ったような下痢が続く。
水を飲んでも飲んでも口が渇いた状態で意識は朦朧としていた。

感染源

潜伏期

症状



Ｑ★：みなさんと感染症のストーリーはありますか？

5分間



ポジティブな意見は出ましたか？



感染は「守る」こと



愛する家族にうつるかもしれない….

感染性胃腸炎は5歳未満の小児の死亡率の第4位



自分が被害者、加害者になるかも？



平成３０年 原因施設別食中毒発生状況

総数 1330件

第1位 飲食店
第2位 家庭

病原菌が多いはずの病院や施設内は感染
対策がされているため、広がらない。一
番身近な家庭内の方が多い！！



利用者さんも自分も
自分の家族も守りましょう！！

ではスタートです！！



2.感染の3要素



感染の3要素

①病原菌
感染症を引き起こす原因微生物

②感染経路
病原菌が新たに感染を引き起こ
す経路

③感受性宿主
宿主の免疫力が関与
小児や高齢者などの
年齢に関与

予防の
ポイント



感染症とは

病原性微生物(病原体)がヒトの体内に侵入し
増殖することで症状を引き起こす病気

〈病原菌が存在するところ〉
・水
・空気
・土壌

生活空間に多数存在する。



3.感染経路



感染経路の種類

接触感染
～病原菌に直接汚染される～

飛沫感染
～病原菌を含んだ唾液や気管内分泌物～

空気感染
～空気中に漂っている～

※５μ以上の飛沫粒子に付着した
微生物が伝播する。

※５μ以下の微粒子が空中を
浮遊し伝播する。



感染経路別に分類してみよう！

空気感染 ・結核菌
・麻疹ウイルス
・水痘、帯状疱疹ウイルス

飛沫感染 ・インフルエンザウイルス
・風疹ウイルス
・マイコプラズマ

接触感染 ・ノロウイルス
・腸管出血性大腸菌
・MRSA



４．標準予防策×感染経路別予防策



感染症対策

標準予防策
感染経路
別予防策



感染症対策

3つの大原則

①持ち込まない ②持ち出さない ③拡げない



４.標準予防策(スタンダードプリコーション)

手指衛生

全ての患者、医療現場に共通して実施される感染対策の事。
感染源とみなされるのは、

体液(汗以外)、分泌物、血液、排泄物、粘膜、
損傷した皮膚

環境、清掃 個人防護具の使用

咳、エチケット



接触感染予防



Ｑ★：手洗いと手指衛生で菌は
どのくらい除去できますか？



手洗いと手指衛生で残存菌数は1％未満になる。

★例えば手洗いなしの手に１０００００００個
あるとすると流水のみで流すだけでも…。

約１００００個(残存率1%まで減少する！)

★手指衛生は流水と石鹸使用時と同等の効果あり！
※ただし、3ml使用した場合(一定量までは使用量に
比例する)



手洗い、手指衛生の方法



手洗いの方法

引用 https://shop.saraya.com/hygiene/category/hand_hygiene.html

※30秒間洗う

https://shop.saraya.com/hygiene/category/hand_hygiene.html


手指衛生の方法

引用 https://shop.saraya.com/hygiene/category/hand_hygiene.html

※15秒間刷り込む

https://shop.saraya.com/hygiene/category/hand_hygiene.html


Q★：有効なアルコール濃度？



アルコール濃度には有効な濃度がある

６０～９５％
この間以外は消毒効果なく、
手荒れなどのデメリットしかない



手指衛生のタイミング

引用https://med.saraya.com/who/fivemoments.html

https://med.saraya.com/who/fivemoments.html


飛沫感染予防



サージカルマスクの効果

医療用マスクは5μ以上の飛散物は
捉えてくれるため

→接触感染、飛沫感染の予防に
つながる。



マスクの正しい装着法のポイント！

①表裏を確認

表 裏

ここに汚染物質が
溜まるのでNo!



ポイント②

プリーツを
折って鼻に密着
させましょう

顎をしっかり
覆いましょう



鼻出したらダメです！



Q★：病原菌の生存率って？



病原体 生存期間 消毒法

インフエンザウイルス 2～8時間 アルコール消毒可

ノロウイルス 症状がおさまっても、
2~3週間はウイルスを排
出するので注意が必要。

基本は次亜塩素酸

麻疹ウイルス 空気中に出てからは
2時間くらい

アルコール消毒可

症状が改善しても、外出しても菌やウイルスは生活環境に残る！



５．食中毒予防



食中毒の現状

平成３０年 病因物質別月別
食中毒発生状況

総数約17000件

第1位 ノロウイルス 約8000件
第2位 ウエルシュ菌 約2000件
第3位 カンピロバクター 約1500件



引用https://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/dl/point0709.pdf

https://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/dl/point0709.pdf


ノロウイルス

【発生時期】
12～3月
【感染経路】
接触感染
【主な症状】
悪寒、発熱、筋肉痛、関節痛
【食品】
非加熱状態の二枚貝
【予防方法】
加熱処理、次亜塩素酸



市販でもこのような物が売られています



ウエルシュ菌

【感染経路】
接触感染
【主な症状】
腹痛と下痢
【食品】
食肉、魚介類を使った調理品
(カレー、シチュー等調理器具内に密閉されたもの)
【予防方法】
・多量に作成した場合は出来るだけ早く冷蔵庫に入
れる。
・アルコールで消毒可能

芽胞という殻を作り、
加熱では死ななくなる。



カンピロバクター

【発生時期】
５月～７月、１０月前後多い
【感染経路】
接触感染
【主な症状】
腹痛、下痢、嘔吐、発熱
【食品】
食肉(特に鶏肉に多く存在する)
【予防方法】
・手洗い、手指衛生
・加熱(75℃以上で1分以上)※よく焼けばOK!
・アルコールで消毒可能



Q★：家で感染対策するために
どのようなことが出来るでしょうか？



在宅で確実に感染対策をするためには？

在宅ではいつ、どこに触
れているか分からない



本日の資料と動画閲覧出来ます

事業所内の伝達講習にご利用下さい！
当社ホームページ「Blog」内で閲覧出来ます。



★質疑応答



御清聴ありがとうございました！
これからも宜しくお願いします！


